




要約:産科的に妊娠週数が確認されている極低出生体重児を対象に、New Ballard Sore の

成熱度評価項目のうち神経学的所見を除いた身体外表所見のみのスコアリングシステムを

作成して成熟度の評価を行い、その精度を検討した。産科的週数とは 69.6%が±1週以内、

92.1%が±2 週以内で合致し、身体外表所見のみのスコアリングで成熟度判定が可能と考

えられた。評価項目のうち、足底部のしわ、皮膚表面の性状が評点を誤らせる主な要因と

考えられ、判定にはある程度の熱練を要する。


